
一般社団法人 徳島県作業療法士会 
平成 27 年度 第 9 回理事会 

 
日 時：平成 28 年 1 月 12 日 19：30～20：30 
場 所：ふれあい健康館 第 3 会議室 
出席者：理事 
 岩佐英志、細川友和、坂東仁志、井上俊子、桒村知治、吉野哲一、松村幸治 
 監事 
 澤田典子、岡桃子 
 他に召集された者 
 なし 
欠席者：岡久可奈子、河野裕美子、上原さおり、上田裕久、小森和樹 
議 長：岩佐英志 
書 記：桂拓也 

（敬称略） 
報告・議題 
（事務局） 
 1．現在の会員状況について 

会員数：506 名 会費納入者：440 名 
 2．在宅医療連携のアンケート依頼について 

 徳島市医師会から、在宅医療連携についてのアンケート依頼有り。県士会員全員への

記入依頼。アンケートには協力し、医師会から各施設に送ってもらう予定。 
 3．自殺予防活動について 

日 時：12 月 11 日 
場 所：アスティ徳島 
参加者：坂東事務局長 
自殺対策研修は 3 月に実施できないか打診有。 

 4．平成 28 年度 徳島県の表彰候補者について 
推薦者がいた場合は、坂東事務局長に連絡する。 

 5．鳴門市介護予防事業について 
来年度から鳴門市の総合事業に含まれる。市全域に行われるため、人員増加が必要。 

 6．災害医療研修について 
 参加者：細川副会長 
内容は主に東日本震災や鬼怒川決壊にであった。避難所運営ゲーム等もあった。実際

に災害があった場合、どう動けるのか検討が必要である。被災県の士会の動きがわか

りにくい。2 月に県西部で災害についての会がある予定。吉野理事が参加予定。 



（学術部） 
 7．県学会のアンケート集計結果の報告。 

学生の参加が多く、学会誌が不足していた。増刷依頼して学校に送る予定。健祥会で

は限界があるため、あわぎんホールなどの利用も検討が必要。会場スタッフの動きや、

受付、パソコンのバージョン、駐車場について反省点有。 
 8．研修会の予定について 

期日：3 月 13 日 
場所：鴨島病院もしくはきたじま田岡病院（予定） 

・NEC 難病コミュニケーション支援講座 
期日：2 月 13 日 14 日 
場所：赤十字病院（予定） 

（啓発活動部） 
 9．仕事体験について 

依頼承諾した徳島県下全体の施設病院等に公文書発送予定。県教育委員会に職業体験

について依頼も発送予定。 
検討事項 
・パソコンのバージョンが古いので、新しいものに買い替えてもよいのではないか。 
次年度枠に入れ込む予定。 

（岩佐会長） 
 ・POS の連絡協議会について 

期日：1 月 14 日 
次年度の活動の話など、今後の運営についての話が主になる予定。理学療法士協会が公

益社団であるため、事業をたてる際など配慮が必要。お金をどういう形で積み立てして

いくか検討が必要。 
 47 都道府県連絡協議会で地域別や領域などで調整している。出身校別の入会率も出て

いるため、入会率が低い学校は連絡がある場合も考えられる。 
審議事項 
・定時社員総会と士会の運営状況について 
総会を士会の方向性などを表に出していく方向で進めたい。今回は新人歓迎会を切り離

すことを検討する。 
日時：5 月 15 日日曜日でふれあい健康館（仮） 
9：30 ～開始 
12：00～終了 
13：00～ガイダンスで開催予定。 
選挙方法も個別信任も必要になるのではないか。個別信任に決定。 
わかりやすい議案書を作成し、わかりやすい総会にするべきではないか。 



 理事に精神科分野など新たな人材も出てもらう必要あり。 
活動計画について、予算運営をどうしていくか。参加費や開催回数について。貸倉庫は現

在低額のものを利用中。仮事務所などの利用も検討必要。県士会員も増加しており、発送

物のアウトソーシングも検討必要。入会届も郵送にしてはどうか。 
理事の出欠についての連絡なども必要。 

 
・次回理事会開催予定は平成 28 年 2 月 9 日（火）ふれあい健康館とする。 
 

以上を以って議題の審議等を終了し、議長が閉会を宣言し解散した。 
この議事録が正確であることを証する為、出席した代表理事及び監事は捺印する。 
 
平成 28 年 2 月 9 日 

代表理事：岩佐 英志  ㊞ 

監  事：澤田 典子  ㊞ 

岡  桃子  ㊞ 

 


